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（
11
）
西
原
南
幼
稚
園
新
増
築
事

業
設
計
委
託
業
務

（
12
）西
原
東
幼
稚
園
ト
イ
レ
改
修

工
事

（
13
）学
習
支
援
員
等
配
置
事
業　

（
一
括
交
付
金
）

（
14
）子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

の
実
施

（
15
）内
間
御
殿
保
存
管
理
計
画
の

策
定
及
び
東
江
御
殿
石せ

き
し
ょ
う牆
の

整
備
事
業

な
ど
、
主
な
新
規
事
業
を
は
じ

め
、
諸
施
策
に
つ
い
て
予
算
編
成

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢

及
び
平
成
25
年
度
の
予
算
の
特
徴

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執

行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２　
執
行
体
制
と

　
　
　
行
財
政
の
確
立　

　

執
行
体
制
に
つ
い
て
は
、
新

規
事
業
や
継
続
事
業
へ
の
対
応

を
は
じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る

権
限
移
譲
や
一
括
交
付
金
な
ど

に
よ
り
、
事
務
事
業
、
行
政
需

要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国･

県

か
ら
の
事
務
の
権
限
移
譲
や
一

括
交
付
金
へ
の
対
応
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
西
原
町
行
政
改

革
大
綱
を
踏
ま
え
て
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
そ
の
地
域
に

お
け
る
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

あ
り
ま
す
。
町
民
は
最
大
の
顧
客

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
明
る

く
さ
わ
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
て
親
し
み
易
い
職
場
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権

の
進
展
に
対
応
し
、
職
員
の
資
質

の
向
上
と
職
場
の
活
性
化
に
向
け

て
、
引
き
続
き
職
員
の
自
発
的
な

自
治
研
究
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、
建
築
か
ら
45
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
、
狭き

ょ
う
あ
い
か

隘
化
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
不
便

を
き
た
し
て
お
り
、
庁
舎
建
設
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
前

年
度
は
庁
舎
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
町
民
ホ
ー
ル
）
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
か

ら
構
成
さ
れ
る
庁
舎
等
複
合
施
設

の
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
引
き
続
き
当
該
工
事
を
進
め

る
と
と
も
に
太
陽
光
発
電
設
備
と

外
構
工
事
を
実
施
し
、
年
度
内
で

施
設
全
体
の
竣
工
を
図
り
ま
す
。

　

行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透

明
性
の
向
上
及
び
町
民
の
権
利
利

益
保
障
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
・
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
地
方
財
政
は
、

社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
や

公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る

な
ど
、
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
町
財
政
に
お
い
て
も
、

歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
・
国

庫
支
出
金
・
地
方
債
に
依
存
し
た

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源

の
確
保
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

自
主
財
源
の
大
宗
を
な
す
町
税

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
未
申
告

者
に
対
す
る
申
告
勧
奨
や
実
地
調

査
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
県

税
・
国
税
と
の
連
携
を
強
化
し
、

課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
税
の
公
正
、
公
平
性
の

観
点
か
ら
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し

て
は
滞
納
処
分
を
行
い
、
そ
れ
で

も
納
付
に
至
ら
な
い
場
合
は
、
不

動
産
公
売
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど

を
実
施
し
滞
納
整
理
を
よ
り
一
層

強
化
し
ま
す
。

　

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と
収

納
確
保
に
努
め
、
引
き
続
き
町
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
円
滑
に
運
用

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

町
有
地
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
積
極
的
に
処
分
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
、
弾

力
性
に
乏
し
い
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

歳
出
削
減
の
た
め
の
事
務
事
業
の

総
点
検
を
実
施
し
、
効
率
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
25
年
度
主
要
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３　
平
和
事
業
の
推
進

　

去
る
大
戦
で
は
10
数
万
人
の
県

民
が
犠
牲
に
な
り
、
本
町
に
お
い

て
も
当
時
の
住
民
の
約
半
数
近
く

の
尊
い
命
と
多
く
の
財
産
、
そ
し

て
貴
重
な
文
化
遺
産
や
自
然
を
失

い
、
今
だ
に
不
発
弾
の
処
理
や
遺

骨
収
集
な
ど
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私

は
平
和
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
町

政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
沖
縄
戦
の

悲
劇
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
「
命

ど
ぅ
宝
」
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、

平
和
な
社
会
建
設
に
努
め
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
優
先
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
町
平
和
事
業
推
進
委
員
会
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
年
度

も
６
月
を
平
和
月
間
と
し
て
設
定

し
、
平
和
音
楽
祭
、
町
内
戦
跡
講

座
、
平
和
の
語
り
べ
に
よ
る
平
和

学
習
や
戦
争
体
験
証
言
集
「
平
和

へ
の
証
言
」
を
活
用
し
て
の
平
和

教
育
な
ど
各
種
平
和
事
業
を
推
進

し
て
、
一
層
の
町
民
の
平
和
意
識

の
高
揚
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
の
沖
国
大
へ

の
ヘ
リ
墜
落
事
故
後
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
へ
の
飛
行
ル
ー
ト
が
変

更
さ
れ
、
軍
用
機
の
騒
音
で
町
民

か
ら
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
西
原
町
、
豊
見
城
市
、

南
風
原
町
、
与
那
原
町
、
中
城
村

の
５
市
町
村
で
構
成
す
る
「
米
軍

基
地
の
所
在
し
な
い
市
町
村
連
絡

協
議
会
」
と
し
て
今
年
度
も
引
き

続
き
要
請
活
動
等
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

１　
は
じ
め
に　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

本
日
、
平
成
25
年
第
２
回
西
原

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
今
年
度
の
町
政
運
営
の

基
本
と
な
る
平
成
25
年
度
予
算
案

を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先

立
ち
、
ま
ず
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。　

　

さ
て
、
世
界
経
済
は
欧
州
債
務

問
題
や
米
国
の
高
失
業
率
が
引
き

続
き
課
題
と
な
り
、
新
興
国
が
成

長
を
け
ん
引
す
る
形
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
景
気
減
速
が
強
ま
っ

た
結
果
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不

透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
日
本
経
済

は
、
昨
年
12
月
に
誕
生
し
た
安
倍

新
政
権
の
経
済
政
策
、
い
わ
ゆ
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
経
済
再

生
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
そ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
本
県
に
お
い
て
は
普

天
間
基
地
移
設
問
題
や
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
問
題
で
揺
れ
る
中
、

沖
縄
県
議
会
を
は
じ
め
、
41
市

町
村
・
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て

日
米
両
政
府
に
「
沖
縄
の
心
」

を
強
く
訴
え
る
な
ど
、
画
期
的

な
県
民
運
動
が
広
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
な
沖
縄
振
興

計
画
「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」
や
沖
縄
振
興
特
別

推
進
交
付
金
（
一
括
交
付
金
）

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
本
町
に

お
い
て
も
、
昨
年
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
今
後
そ
の
理

念
を
活
か
し
た
町
民
協
働
の

「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
の
実
現

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、
私
は
お
蔭
さ
ま

で
、
無
投
票
で
再
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
今
後

と
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
町

民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
「
町
民

の
目
線
に
立
ち　

町
民
本
位
の
町

政
」
を
基
本
理
念
に
、

一　

平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な

し　

平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　

町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　

町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う

予
算
執
行

一　

職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上

に
、
職
員
が
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
風
通
し
の
よ
い

職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
着
実
に
確

か
な
行
政
運
営
を
確
立
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
、
時
代
は
大
き
な
変
革
の
時

を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
も
、
特
に

21
世
紀
初
頭
の
３
大
潮
流
と
言
わ

れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
世
界
大

競
争
」
「
少
子
・
高
齢
化
」
「
高

度
情
報
化
」
の
波
を
受
け
て
、
そ

の
政
策
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
自
治
体
の
自
治
の

理
念
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

時
代
の
中
で
、
私
た
ち
は
新
し
い

時
代
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
改
革
と
創
造
」
は
、
私
た
ち

西
原
町
民
が
等
し
く
担
う
べ
き

テ
ー
マ
と
い
う
認
識
の
下
に
行
政

改
革
を
推
進
し
、
財
政
の
健
全

化
、
効
率
化
を
図
り
、
西
原
町
の

確
か
な
未
来
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
予
算
編
成
は
、

引
き
続
き
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、

（
１
）第
19
回
西
原
ま
つ
り

（
２
）三
世
代
交
流
施
設
の
基
本
設

計
委
託
事
業（
一
括
交
付
金
）

（
３
）未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業

（
４
）育
成
医
療
給
付
事
業

（
５
）震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業

（
６
）島
野
菜
等
伝
統
的
地
域
農
産

物
普
及
支
援
事
業

（
７
）青
年
就
農
給
付
金
事
業

（
８
）農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光

拠
点
施
設
整
備
事
業（
一
括

交
付
金
）

（
９
）森
川
３
号
線
橋
梁
架
替
整
備

事
業

（
10
）我
謝
白
川
原
地
区
道
路
整
備

事
業

３月５日の平成25年第２回西原町議会定例会で、上間明町長が述べた平成２５年度施政方針は次のとおりです。

平成２５年度　施政方針

庁舎等複合施設の完成イメージ

西原町戦没者追悼式


